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はじめに

　2012年 8 月，文部科学省中央教育審議会によっ
て「新たな未来を築くための大学教育の質的転換
に向けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育
成する大学へ～（答申）」（以下，質的転換答申）
がとりまとめられた�1）．この質的転換答申におい
て，学士課程教育の質的転換という視点からアク
ティブ・ラーニング（以下，AL）の必要性が以
下のように述べられている．

『生涯にわたって学び続ける力，主体的に考える
力を持った人材は，学生からみて受動的な教育の
場では育成することができない．従来のような知
識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学
生が意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨
し，相互に刺激を与えながら知的に成長する場を
創り，学生が主体的に問題を発見し解を見いだし
ていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）へ
の転換が必要である』

　初等中等教育の学習指導要領においては「アク
ティブ・ラーニング」の表記は消え，「主体的・
対話的で深い学び」という言葉が登場するように
なっているが，これも本質的には同一のものと考
えられる．このような国内の動きを考えると，今
後の学生は初等中等教育においてALを経験して
くることが予想でき，その次の段階として存在す
る大学教育においてもALが求められていること
が読み取れる．また，学習・指導の場面のみなら
ず，その学習成果を評価する方法においてもAL
の観点に合致した方略を取り入れることが期待さ
れている．本稿では，こうしたALに対する必要

性が高まっているという背景から，医学教育にお
けるALの現状と展望という観点で概説する．

1．用語の定義

　ここで一度，ALという語の定義を明確にして
おきたい．質的転換答申の用語集では，『教員に
よる一方的な講義形式の教育とは異なり，学修者
の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習
法の総称．学修者が能動的に学修することによっ
て，認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，
経験を含めた汎用的能力の育成を図る．発見学
習，問題解決学習，体験学習，調査学習等も含ま
れるが，教室内でのグループ・ディスカッショ
ン，ディベート，グループ・ワーク等も有効なア
クティブ・ラーニングの方法である』と定義され
ている�2）．
　注目すべきは「教授・学習法の総称」と定義さ
れている点である．ALは文字通りラーニングす
なわち学習行動そのものを指し示しているはずで
あるが，質的転換答申の定義文は教育者による教
育行動も総称してとらえている．もちろん，AL
はこうした授業や実習の方略とも密接に関連す
る．しかし，昨今では様々な意味でALという語
句が用いられており，その意味が曖昧になってい
るおそれがある．例えば，定義文の後半で述べら
れている方略（グループ・ワークなど）を導入し
さえすればALである，という認識がなされてし
まうこともある．
　一方，溝上はALに関して『一方向的な知識伝
達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越え
る意味での，あらゆる能動的な学習のこと．能動
的な学習には，書く・話す・発表するなどの活動
への関与と，そこで生じる認知プロセスの外化を
伴う』と定義している�3）．質的転換答申における
定義とは異なる点として，明確に「能動的な学習
のこと」と絞り込んでいることが挙げられる．な
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お，質的転換答申で触れられていたグループ・ワ
ーク等の方略については，溝上はALの達成を支
援するための教授方略や授業設計として「アクテ
ィブ・ラーニング型授業（以下AL型授業）」と称
して区別して論じている�3）．
　また，松下は以下の 6つをALの一般的な特徴
として掲げている�4）．

　（a）� �学生は，授業を聴く以上の関わりをしてい
ること

　（b）��情報の伝達より学生のスキルの育成に重き
が置かれていること

　（c）� �学生は高次の思考（分析，統合，評価）に
関わっていること

　（d）��学生は活動（例：読む，議論する，書く）
に関与していること

　（e）� �学生が自分自身の態度や価値観を探求する
ことに重きが置かれていること

　（f）� �認知プロセスの外化を伴うこと

　このうち（a）から（e）の 5つは，ALの定義を早
期から行っていたBonwellおよびEisonによる著
書にも記されており�5），最後の（f）は溝上による
定義文から抽出されたものである．これらの記述
からも，ALを実践するにあたり，ある授業方略
を用いること（すなわちAL型授業を行うこと）
だけではなく，学生自身の能動的な学びを達成さ
せることが必要不可欠であることが分かる．言い
換えれば，学生の能動的な学びが達成するのであ
れば，AL型授業の方略として従来型の講義を用
いることも全く問題ない．
　本章では，ALはあくまで「ラーニング」すな
わち「学習」であるという立場から，前述した溝
上による定義および松下による 6つの特徴を採用
し，これに基づいたうえで議論を進めていきた
い．

2．医学教育とアクティブ・ラーニング

　医学部において，ALはどのような意味を持つ
のであろうか．また，現実問題としてどのように
実現されているのだろうか．実現されていないと
すれば，そのための課題は何であろうか．これら

の問に対して，前述したALの特徴に沿って考え
てみることにする．

⑴	授業を聴く以上の関わり

　医学部での教育において，「聴く以上の関わり」
を求める実践は数多くなされてきている．PBLや
シミュレーション教育，臨床実習などがその最た
る例である．しかし，膨大な知識を提示するため
に，従来型の講義を主体とした教育も行われ続け
ており，改善の余地も残されていると言えよう．
授業中での活動を簡易的に取り入れるには，クリ
ッカー等を用いて参加型の授業設計にする，授業
終了後のコメントシートを提出させるなどの方法
も考えられる．一方，単に手法を取り入れるだけ
では，AL型授業を実践することはできてもALを
担保することはできないことにも留意すべきであ
る．

⑵	情報伝達から学生のスキル育成へ

　医学教育においては医師国家試験の対策を含め
て膨大な知識の学習も求められているが，ALに
おいては単なる情報の伝達からスキルの育成を重
視することがうたわれている．実際，学生のスキ
ルに焦点をあてた医学教育も実践されている．例
えば，シミュレーションを活用することで知識・
技能・態度，多方面の能力育成が可能となってい
る．また，Student�Doctor制度の導入を通じて，
学生同士やシミュレータだけでなく，診療参加型
臨床実習として患者に対する実践を通じた学習を
行う機会も増加している．さらに，実習で身につ
けた能力の評価を目的とし，PostCC（Clinical�
Clerkship）OSCEの導入も進んできている．こう
した教育形態の変化を考慮するとスキルの育成を
行う場面は増加してきているといえる．

⑶	高次の思考（分析，統合，評価）への関わり

　臨床実習においては，単に新しい知識を増やす
こと（インプット）だけではなく，医療チームの
一員として知識を活用すること（アウトプット）
が求められる．これはすなわち，目の前にいる患
者から必要な情報を収集して分析したうえで，そ
れまで学習した基礎医学・臨床医学の知識を統合
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して利用することが必要である．さらに，学生同
士，あるいは研修医や指導医との議論などを通じ
た評価が加わることになる．
　また，臨床実習前の教育においても，PBLやシ
ミュレーションなどで症例に基づいた学習を行う
際には，単なる知識の暗記だけではなく高次の思
考が求められることになる．この観点を実現する
においては，（2）とも類似するが，一方向的な情
報伝達ではなく，学生が能動的に学ぶことによる
スキル育成の機会を提供することが必要である．

⑷	活動（例：読む，議論する，書く）への関与

　ここでの具体例としては読む・議論するなど知
識面のものが提示されているが，これ以外にも
（2）・（3）で触れたようなシミュレーション教育，
さらには臨床実習など，様々な活動が医学教育の
中には取り入れられている．このため，AL型授
業の導入という点では（2）～（4）の項目は達成され
ているといえる．しかし，（1）でも触れたよう
に，AL型授業を導入したことが直接的に学生の
ALへ関与しているか否かという点については，
学習状況の観察や学習成果の評価などを通じて注
意深く確認する必要がある．

⑸	自分自身の態度や価値観の探求

　この項目では，知識やスキルではなく「態度」
「価値観」といった観点が含まれている．もちろ
ん，医学教育の中ではプロフェッショナリズムな
どを扱う態度教育も存在する．しかし，これはあ
くまで「プロフェッショナリズム」や「医療倫
理」のような個別の学習課題としての態度・価値
観である．
　ALの特徴という観点から態度・価値観を考え
た場合，より広い視点，すなわち，学習そのもの
に対する態度や学習意欲といった要素も含まれる
ことになる．学生に対して課題を提示し，学生が
それをこなすというだけでは，受動的な学習とな
ってしまう．これに加えて，そこから新しい疑問
や課題を発見し，自主的に学びを深めていく形が
ALとして求められている．

⑹	認知プロセスの外化

　認知プロセスとは「知覚・記憶・言語，思考
（論理的／批判的／創造的思考，推論，判断，意
思決定，問題解決など）といった心的表象として
の情報処理プロセス」のことであり�3），これを書
く・話す・発表するなどの活動によってアウトプ
ットすることを意味している．この活動自体は
（4）と類似するものであるが，（4）は活動すること
そのものを指していることに対し，認知プロセス
の外化は何をアウトプットするかに重きが置かれ
ている．極論すれば，医学に関係のないもの，例
えば自分の過去の経験をプレゼンすることでも授
業中における「活動」とは言えるが，認知プロセ
スを外化するには「自分が医学に関して新しく何
を学んだか」に焦点を当ててアウトプットしなけ
ればならない．
　医学教育における事例としては，臨床実習にお
けるログブックやポートフォリオなどが代表的な
例として挙げられるだろう．当然ながら，単に経
験のみを書き残すだけでなく，学習者個々人の省
察，リフレクションと合わせた外化が求められ
る．

3．医学教育における現状

　ここで視点を変えて，医学教育におけるALの
実施状況を簡単にまとめてみたい．
　国内の事例に関していえば，第49回日本医学教
育学会大会では，大会シンポジウムの一つとして
「アクティブ・ラーニングの実践例の紹介」が開
催された．また，医中誌における「アクティブラ
ーニング�or�アクティブ・ラーニング」での検索
結果は2,500件を超えるものとなっている．岐阜
大学医学教育開発研究センター（MEDC）によ
って年 4回開催されている「医学教育セミナーと
ワークショップ」においても，2015年より毎年
ALに関するワークショップが企画されている．
雑誌「医学教育」においても「再考：アクティ
ブ・ラーニング」と題された座談会が掲載される�

6）など，ALに対する関心が高まっていることが
分かる．
　世界的にみても，欧州医学教育学会（AMEE）
の2017年度大会においては，タイトルおよび本文
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にAL表記のある演題・ワークショップが40件ほ
ど存在している．さらに演題やワークショップの
詳細を探ると，TBL（Team-Based�Learning）や
反転授業，eラーニングやeポートフォリオ，
m-learning（モバイル端末を活用した学習）など
多岐にわたる事例で活用されていることが分か
る．これらはAL型授業の実践事例とも考えられ
る．また，PubMedにおける“Active�Learning”の
検索結果も1,800件以上と，多数の教育実践研究
がなされていることが分かる．
　さて，前述した雑誌「医学教育」の座談会で
は，self-directed� learning（自己主導型学習）や
self-regulated�learning（自己調整型学習）といっ
た学習スタイルと合わせて，経験学習やリフレク
ションに関する話題も取りあげられている．前節
において認知プロセスの外化としてログブックや
ポートフォリオの事例を提示したように，単に事
実のみを記録するのでは不十分である．自分の現
状や学習課題を把握したうえで主体的・対話的に
学びを深めていくことが必要となる．こうした自
己主導型の学習こそが，ALの本質であるとも言
えよう．

4．アクティブ・ラーニング型授業

　ここまで医学教育におけるALの在り方につい
て見てきた．続いて，AL型授業について考えて
みたい．
　AL型授業の形式については，質的転換答申で
触れられている発見学習や問題解決学習，体験学
習などが具体例として挙げられる．これらの多く
は，医学教育の中において既に取り入れられてい
る．本書においてもシミュレーション教育や
TBL，反転授業，ICT活用教育といった内容が紹
介されている．これらはいずれもAL型授業の事
例としてもとらえることが可能である．これらの
詳細に関しては，各章を参照されたい．このほか
にも，前述したクリッカーやミニッツペーパーの
ようなツールを使ったもの，ピア・インストラク
ションやジグソー法のような学習者同士での教え
合い・学び合いを支援する方法など，様々なAL
型授業の方略が存在する�7）．個々の方略にはそれ
ぞれの特徴があり，学習目標や学習環境によって

使い分けるべきものであるため，その場その場で
適切なものを選択する必要がある．
　さて，AL型授業を考える際で注意すべきは，
本章の冒頭でも述べたように，AL型授業はあく
まで教員側からみた授業の運営方略である，とい
う点である．AL型授業を取り入れればALが達成
される，というものではない．教育方法にのみ焦
点をあてて議論してしまうことは，AL型授業と
いう形式のみを達成することに注力されてしまう
おそれがある．
　前節で触れたように，ALが達成されるために
は学生自身が主体的な学びに取り組む必要がある
ことを念頭に置いた授業設計が求められる．本第2
部においては，OBE（Outcome-Based�Education），
EPA（Entrustable�Professional�Activity），学習者
評価などの評価に関するもの，Instructional�
DesignのようにALを実現するにあたっての教育
設計全体を見直すための知見も取り入れられてい
る．これら各理論の紹介は各章に委ねることとす
るが，ALを考える際には学生に何を学んで欲し
いかという学習目標やその達成をどのように評価
するかという評価方法が先に検討されるべきであ
る．

5．アクティブ・ラーニングの展望

　本章を通して繰り返し述べてきたように，AL
はあくまで「ラーニング」である．ALが正しく
機能するためには，他ならぬ学生の主体的な取り
組みが必要不可欠である．単にActivityを取り入
れるだけではAL型授業，Teaching�with�Activity
の実践で止まってしまうおそれがある．
　とはいうものの，学生の立場だけで考えるので
はなく，教育を行う側，すなわち教員の側に立っ
た方略にも目を向ける必要があろう．では，学生
がALを達成できるようにするために，教員側か
らアプローチできることは何であろうか．
　松下によるALの 6つの特徴をもう一度見返し
てみると，教員側から積極的に関与できるものは
二番目の「情報の伝達より学生のスキルの育成に
重きが置かれていること」のみであることが分か
る．これ以外は学生側が主語となっており，学習
に対する向き合い方に依存するものとして表現さ
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れている．確かに，AL型授業を行うことで高次
の思考や活動への関与をさせやすくはなるが，最
終的に学生個々人がALを達成することを保証す
るものではない．ここで課題となるのは，学生側
にALを進めて行くための素地ができているか否
か，という点である．初等中等教育においても
ALの導入が進んでくれば，学生に対してALとい
う概念を最初から説明する必要はないだろう．し
かし，学生が知識としてALの存在を知っている
だけでは不十分である．学生一人一人において能
動的な学習を進める準備が整っていなければ，
ALを達成することは困難である．
　こうした課題を解決し，かつ教員側からアプロ
ーチできる方略の一つとして，初年次教育や導入
教育などを利用したALの周知徹底というものが
考えられる．例えば，6年間の医学教育という長
丁場において，どのようにALが用いられている
のか，カリキュラムマップ等と合わせて提示する
ことで，学生の意識を高めることは可能であろ
う．
　ここで筆者の実践事例として，教養として必要
となる情報リテラシーと関連づけた試みを紹介す
る．ここでいう情報リテラシーとはコンピュータ
の操作スキルのことではなく，『「高等教育の学び
の場において必要と考えられる情報活用能力」，
すなわち「課題を認識し，その解決のために必要
な情報を探索し，入手し，得られた情報を分析・
評価，整理・管理し，批判的に検討し，自らの知
識を再構造化し，発信する能力」』を意味するも
のである�8）．情報の入手，分析・評価，発信とい
った要素はALの特徴である「活動への関与」や
「高次の思考への関わり」，「認知プロセスの外化」
とも関連しており，相補的な関係を持っていると
もいえる．情報リテラシーは医療ではもちろんの
こと，行政など他の場面でも重要視されており，
医療者として身につけておくべき教養の一つとも
言える．一方，知識・スキルに加えて態度教育の
側面もあるため，単に講義として知識を与えるだ
けでは不十分である．そこで，学生が主体的に学
ぶ機会を与え，これによって学習手法としての
ALについても体験させることを目的に含めた導
入教育を行っている．

　本章の前半で触れたALの特徴にあるように，
授業は単に出席して聴くだけで良いものではな
く，予習復習などを含めて「聴く以上の関わり」
が求められる．さらに，医学に関する学習は，6
年間の学部教育や臨床実習だけで完了するもので
はない．医学部の学生は，卒後，医師免許を取得
してからも常に学び続けていく必要がある．この
過程において，与えられたものを闇雲に覚えるだ
けではなく，自らの学習課題を明確にし，主体的
に学ぶこと，すなわちALが必要不可欠となる．
だからこそ，導入教育などの早い段階において
「医学」という膨大な知識が求められる分野の全
体像を示し，学生が主体的・能動的に学んでいく
ための支援をすることが意味を持つのである．
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